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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
開口部を設けたフレキシブル基板と、表面に受光部を有する撮像素子と、入射光を前記撮
像素子の受光部に結像するための光学系を内蔵しかつ該光学系における光軸に対して直角
な端面を形成した筒状の鏡筒とを少なくとも備え、前記撮像素子の受光部が前記開口部と
対向するように撮像素子がフレキシブル基板の一方の面に接続・固定され、前記鏡筒が前
記開口部を囲むように鏡筒の端面がフレキシブル基板の他方の面に固定され、前記鏡筒の
端面と前記撮像素子の表面とが少なくとも一部分においてフレキシブル基板を挟む状態と
なっている撮像装置であって、前記撮像素子は、前記開口部の一部分に隙間が設けられる
ように前記フレキシブル基板の一方の面に固定され、前記鏡筒の端面には、前記隙間から
前記フレキシブル基板の一方の面に突出し前記撮像素子の側面に沿う形で位置する突出部
が形成され、前記撮像素子が接着剤によって前記突出部に固定されていることを特徴とす
る請求項１に記載の撮像装置。
【請求項２】
前記鏡筒内には透光性部材が設置されていることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置
。
【請求項３】
前記フレキシブル基板には、係合穴が２か所以上形成され、前記鏡筒の端面には、前記係
合穴と係合する突起が設けられていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の
撮像装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルスチルカメラ（以下、「電子カメラ」という。）に備えられている
撮像装置に関し、詳しくは、レンズを内蔵した鏡筒、光電変換する撮像素子、そして鏡筒
と撮像素子とを各面に実装するフレキシブル配線基板（以下、「フレキシブル基板」とい
う。）などを備えた撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　被写体像を撮像素子によって光電変換し、電気信号に変換された画像データを記録媒体
に記録したり、液晶画面などの表示部に映し出したりするようにした電子カメラが各種提
供されている。そして、携帯電話機や情報端末機などに備えられている電子カメラには、
小型化・薄形化を図った撮像装置が内蔵されている。このように小型化・薄型化を図った
撮像装置として、開口を有するフレキシブル基板の一方側の面に撮像素子を、他方側の面
にレンズ等の光学系を備える鏡筒をそれぞれ配置したものが知られている。具体的には以
下に示すようなものがある。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、図３に示すような撮像装置が開示されている。この撮像装置
は、鏡筒１を有するカメラ本体２と、鏡筒１内に備えられたレンズ３と、カメラ本体２内
に組み付けられた撮像素子ユニット４とを備えている。
【０００４】
　撮像素子ユニット４は、薄板状の光学ガラスのような透光性部材５、開口部６を形成し
、かつ、配線パターンをプリントした平板状のフレキシブル基板７、ＣＣＤやＣＭＯＳな
どの撮像素子８などから構成され、透光性部材５が開口部６を塞ぐようにフレキシブル基
板７の表面に実装され、撮像素子８が開口部６を塞ぐようにフレキシブル基板７の裏面に
実装されている。ただし、この撮像素子ユニット４は、撮像素子８の表面の受光部（不図
示）と透光性部材５とが対向し、撮像素子８のバンプ電極とフレキシブル基板７の配線パ
ターンとが接続されるように、撮像素子８の外周部がフレキシブル基板７の開口部６の周
囲に固定されている。
【０００５】
　このような撮像素子ユニット４は、フレキシブル基板７の表面が鏡筒１におけるレンズ
３の取り付け位置の反対側（以下「奥側」という。）端面に接合してカメラ本体２内に組
み付けられる。フレキシブル基板７には、位置決め穴９，９が２か所に形成され、鏡筒１
の奥側端面には、突起１０とピン挿入穴１１とが形成されている。そして、フレキシブル
基板７の一方の位置決め穴９と鏡筒１の奥側端面の突起１０とが係合し、フレキシブル基
板７の他方の位置決め穴９と鏡筒１の奥側端面のピン挿入穴１１とが位置合わせされ、ピ
ン１２が挿入されることにより、撮像素子ユニット４は、鏡筒１の奥側端面に固定される
。
【０００６】
　また、特許文献２には、図４に示すような撮像装置が開示されている。この撮像装置は
、開口部１３を形成し、かつ、配線パターンをプリントしたフレキシブル基板１４、ＣＣ
ＤやＣＭＯＳなどの撮像素子１５、ガラスなどの透光性部材１６、レンズ１７を内蔵した
鏡筒１８などから構成され、前記撮像素子１５が開口部１３を塞ぐようにフレキシブル基
板１４の裏面に実装され、透光性部材１６が開口部１３を塞ぐようにフレキシブル基板１
４の表面に実装され、さらに、鏡筒１８の端面が透光性部材１６に固着されている。
【０００７】
　ただし、撮像素子１５の表面の受光部（不図示）と前記透光性部材１６の裏面とが開口
部１３で対向し、撮像素子１５のバンプ電極とフレキシブル基板１４の配線パターンとが
接続されるとともに、撮像素子１５と透光性部材１６とが接着剤１９によってフレキシブ
ル基板１４に固定されている。そして、透光性部材１６の表面の３か所には凹形状などの
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接着剤配置領域２０が形成され、他方、鏡筒１８の端面の３か所には基準凸部２１が設け
られている。そして、接着剤配置領域２０には接着剤１９が塗布された後、鏡筒１８の端
面に設けられた基準凸部２１が透光性部材１６に形成された接着剤配置領域２０に位置し
、接着剤１９が硬化することによって透光性部材１６と鏡筒１８とが固着される。
【０００８】
　そして、いずれの撮像装置にあっても、被写体像の光が鏡筒１，１８内のレンズ３，１
７と透光性部材５，１６とを透過して撮像素子８，１５の表面の受光部（不図示）で受光
され、撮像素子８，１５によって光電変換される。鏡筒１，１８の光軸と撮像素子８，１
５の光軸（撮像素子の表面の垂線）とが一致していないと、実際の被写体像と異なるよう
に光電変換され、記録および表示される画質が低下する。したがって、撮像装置は、鏡筒
１，１８の光軸と撮像素子８，１５の光軸とが一致するように製造されている。
【特許文献１】特開２００２－２１８２９３号公報（図５）
【特許文献２】特開２００２－１５２６０６号公報（図２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　特許文献１に開示された撮像装置では、鏡筒１の奥側端面が鏡筒１の光軸と直角に形成
されており、撮像素子８を実装したフレキシブル基板７が鏡筒１の奥側端面に接合して固
定されることにより、撮像素子８の表面は鏡筒１の奥側端面と平行となり、撮像素子８の
光軸と鏡筒１の光軸とが一致するようになっている。
【００１０】
　しかし、フレキシブル基板７は柔軟性を有しているため、撮像素子８をフレキシブル基
板７に実装した後に、フレキシブル基板７を鏡筒１の奥側端面に固定すると、温度変化や
外部からの振動・衝撃などによりフレキシブル基板７がわずかに撓むなど変形し、撮像素
子８の表面が鏡筒１の奥側端面と平行にならず、撮像素子８の光軸と鏡筒１の光軸とが一
致しなくなることが懸念される。
【００１１】
　また、特許文献２に開示された撮像装置では、フレキシブル基板１４の裏面に撮像素子
１５が実装され、フレキシブル基板１４の表面に透光性部材１６が実装されることから、
撮像素子１５と透光性部材１６とは平行に配置されている。したがって、鏡筒１８の端面
が透光性部材１６と平行に固着されることにより、撮像素子１５の光軸と鏡筒１８の光軸
は一致するようになっている。
【００１２】
　しかし、鏡筒１８は、透光性部材１６の表面に塗布された接着剤１９の表面張力によっ
て所定の位置に配置され、接着剤１９が硬化することによって透光性部材１６に固着され
るため、鏡筒１８の光軸と撮像素子１５の光軸とを一致させ、その後に接着剤１９を硬化
させるという作業が別途必要となり、手間がかかり面倒である。
【００１３】
　そこで、本発明は、撮像素子の光軸と鏡筒の光軸とが容易、かつ、確実に一致するよう
に製造される撮像装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明に係る撮像装置は、開口部を設けたフレキシブル基板と、表面に受光部を有する
撮像素子と、入射光を前記撮像素子の受光部に結像するための光学系を内蔵しかつ該光学
系における光軸に対して直角な端面を形成した筒状の鏡筒とを少なくとも備え、前記撮像
素子の受光部が前記開口部と対向するように撮像素子がフレキシブル基板の一方の面に接
続・固定され、前記鏡筒が前記開口部を囲むように鏡筒の端面がフレキシブル基板の他方
の面に固定され、前記鏡筒の端面と前記撮像素子の表面とが少なくとも一部分においてフ
レキシブル基板を挟む状態となっている撮像装置であって、前記撮像素子は、前記開口部
の一部分に隙間が設けられるように前記フレキシブル基板の一方の面に固定され、前記鏡
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筒の端面には、前記隙間から前記フレキシブル基板の一方の面に突出し前記撮像素子の側
面に沿う形で位置する突出部が形成され、前記撮像素子が接着剤によって前記突出部に固
定されていることを特徴としている。
【００１５】
　この撮像装置によれば、撮像素子と鏡筒の端面とがフレキシブル基板を両面から挟む状
態となっており、フレキシブル基板の両面が平行に形成されているため、撮像素子と鏡筒
の端面とは平行となる。そして、鏡筒の端面が鏡筒の光軸に対して直角に形成されている
ことから、フレキシブル基板の柔軟性に影響されず、撮像素子の光軸と鏡筒の光軸とを容
易、かつ、確実に一致させることができる。なお、撮像素子が開口部を塞ぐようにフレキ
シブル基板の一方の面に固定され、鏡筒が開口部を囲むように鏡筒の端面がフレキシブル
基板の他の面に固定されるため、撮像素子の受光部と鏡筒に内蔵されたレンズとが対向す
る。
【００１７】
　また、フレキシブル基板の開口部の一部分に撮像素子によって塞がれない隙間が設けら
れ、この隙間から鏡筒の端面に突設された突出部がフレキシブル基板の一方の面へ突出し
、撮像素子の側面に沿う形で位置する状態となる。この突出部と撮像素子とが接着剤によ
って固定されることにより、撮像素子がフレキシブル基板から外れないように固定される
。
                                                                                
【００１８】
　また、前記撮像装置において、前記鏡筒内には透光性部材が設置されていてもよい。
【００１９】
　この撮像装置によれば、必要に応じて適宜透光性部材を設置することができる。なお、
透光性部材としては、例えばガラス板などの他、赤外線カットフィルタやバンドパスフィ
ルタなどの光学フィルタを採用することができる。透光性部材の配置位置は、例えば、レ
ンズとフレキシブル基板との間に設置することが考えられる。
【００２０】
　また、前記と異なる本発明に係る撮像装置は、開口部を設けたフレキシブル基板と、表
面に受光部を有し前記開口部よりも大きな撮像素子と、前記開口部よりも大きく、かつ、
正面と背面とが平行に形成された透光性部材と、入射光を前記撮像素子の受光部に結像す
るための光学系を内蔵しかつ該光学系における光軸に対して直角な端面を形成した筒状の
鏡筒とを少なくとも備える撮像装置であって、前記撮像素子の受光部が前記開口部と対向
するとともに前記撮像素子が前記開口部を塞ぐように撮像素子がフレキシブル基板の一方
の面に接続・固定され、前記透光性部材の背面が前記開口部を塞ぐように透光性部材がフ
レキシブル基板の他方の面に固定され、前記鏡筒の端面が前記透光性部材の正面の周縁部
に接合するとともに前記鏡筒が前記透光性部材を囲むようにフレキシブル基板の他方の面
に固定され、前記透光性部材の背面と前記撮像素子の表面とが少なくとも一部分において
フレキシブル基板を挟む状態となっていることを特徴としている。
【００２１】
　この撮像装置によれば、撮像素子と透光性部材とがフレキシブル基板を両面から挟む状
態となっており、フレキシブル基板の両面が平行に形成されているため、撮像素子と透光
性部材の背面とは平行に配置される。また、透光性部材の正面と背面とが平行に形成され
ているため、透光性部材の周縁部に接合した鏡筒の端面と撮像素子とも平行となる。そし
て、鏡筒の端面が鏡筒の光軸に対して直角に形成されていることから、フレキシブル基板
の柔軟性に影響されず、撮像素子の光軸と鏡筒の光軸とを容易、かつ、確実に一致させる
ことができる。そして、撮像素子の受光部の周辺がフレキシブル基板の一方の面と接合す
るため、フレキシブル基板が遮光部材として作用し、光の乱反射が抑えられ、撮像素子は
被写体像の光のみ受光することができるようになる。なお、鏡筒の端面が透光性部材と接
合し、フレキシブル基板から離隔していても、鏡筒はフレキシブル基板に接着剤等により
固定されることにより、フレキシブル基板から外れにくいようになっている。
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【００２２】
　また、前記撮像装置において、前記フレキシブル基板には、係合穴が２か所以上形成さ
れ、前記鏡筒の端面には、前記係合穴と係合する突起が設けられていてもよい。
【００２３】
　この撮像装置によれば、フレキシブル基板に設けられた係合穴と鏡筒の端面に設けられ
た突起とが係合することにより、鏡筒がフレキシブル基板の所定の位置に容易、かつ、正
確に位置決めされ、固定することができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、撮像素子と鏡筒とがフレキシブル基板を挟み、あるいは、撮像素子と
鏡筒とが透光性部材を介してフレキシブル基板を挟む状態で固定されるため、撮像素子と
鏡筒の端面とが平行になり、フレキシブル基板の柔軟性に影響されず、撮像素子の光軸と
鏡筒の光軸とを容易、かつ、確実に一致させることができる。したがって、撮像装置の生
産性が向上し、この撮像装置を備えた電子カメラのコストダウンを図ることができる。
【００２５】
　さらに、撮像素子の光軸と鏡筒の光軸とを確実に一致させることができるため、鏡筒内
のレンズを透過した被写体像の光は、撮像素子によって正確に光電変換され、画像データ
が高品質に記録媒体に記録され、また、表示部に映し出されるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
（実施の形態１）
　本発明に係る撮像装置の第１の実施形態について図１を参照しながら説明する。第１の
実施形態における撮像装置は、図１に示すように、フレキシブル基板２２と撮像素子２３
と鏡筒２４とが備えられている。
【００２７】
　フレキシブル基板２２は、配線パターン（図示せず）がプリントされ、そして１か所に
四角形状の開口部２５が形成されている。そして、この開口部２５よりも大きな四角形状
の開口部２６を有する四角形状の補強板２７がフレキシブル基板２２の一方の面（以下、
「裏面」という。）２８に貼り合わされている。補強板２７は、ポリイミドやポリエステ
ルなどによって成形され、フレキシブル基板２２の開口部２５の周囲に貼り合わされるこ
とにより、この部分のフレキシブル基板２２を補強している。
【００２８】
　そして、フレキシブル基板２２の開口部２５の幅は、一方が補強板２７の開口部２６の
幅と同じとされ、他方が補強板２７の開口部２６の幅より短くされている。このようにフ
レキシブル基板２２の開口部２５の他方の幅が補強板２７の開口部２６の幅よりも短くさ
れることにより、この部分のフレキシブル基板２２の裏面２８が補強板２７の開口部２６
内で露出する。
【００２９】
　そして、フレキシブル基板２２と補強板２７とが重なり合っている部分の所定の２か所
に係合穴２９，２９が形成されている。ただし、係合穴２９は、配線パターンの邪魔にな
らなければ、任意の場所に３か所以上形成してもよい。
【００３０】
　そして、撮像素子２３は、一方の面（以下、「表面」という。）４７にＣＣＤやＣＭＯ
Ｓなどからなる受光部３１を備え、長方形状に形成されている。この撮像素子２３の短辺
は、前記フレキシブル基板２２と補強板２７の両開口部２５，２６の幅よりも短くされ、
そして、撮像素子２３の長辺は、前記フレキシブル基板２２の開口部２５の他方の幅より
も長く、かつ、補強板２７の開口部２６の他方の幅よりも短くされている。撮像素子２３
がこのようなサイズとされることにより、開口部２５，２６に一対の隙間３０，３０が設
けられるとともに、撮像素子２３が開口部２５，２６を塞ぎ、そして、撮像素子２３の表
面４７上の対向する両短辺に形成されたバンプ電極と、露出しているフレキシブル基板２
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２の裏面２８にプリントされた配線パターンとが接続される。
【００３１】
　この接続は、一旦、撮像素子２３を平坦な部材（不図示）に押さえ付けてバンプ電極の
先端の高さを均等にしてから行うことにより、フレキシブル基板２２の裏面２８と撮像素
子２３とが平行に配置されるようになる。
【００３２】
　そして、フレキシブル基板２２の他方の面（以下、「表面」という。）３２には鏡筒２
４が固定される。鏡筒２４は、フレキシブル基板２２の開口部２５を囲むように表面３２
に固定される固定部３３と、レンズ３４を内蔵する円筒状のレンズホルダ３５とを結合し
た構成とされている。
【００３３】
　固定部３３がフレキシブル基板２２の表面３２と接合する端面３６は、鏡筒２４の光軸
に対して直角に形成されている。この端面３６には、前記フレキシブル基板２２と補強板
２７とに形成された係合穴２９，２９に係合する一対の突起３７，３７が突設されている
。さらに、鏡筒２４の端面３６には、鏡筒２４の内周側に向けて突出する長方形枠状の鍔
部３８が形成されている。
【００３４】
　この鍔部３８の外面には、前記撮像素子２３の短辺よりも広い間隔で、前記隙間３０，
３０から突出する一対の凸状の突出部３９，３９が設けられている。そして、鍔部３８の
内面には、わずかに低くなった段差部が形成され、この段差部に長方形状の光学フィルタ
４０の外周部が嵌め込まれる。光学フィルタ４０は、赤外線カットフィルタやバンドパス
フィルタなどが使用されるが、防塵用に透明なガラス板を貼り付けるようにしてもよいし
、省略してもよい。
【００３５】
　一方、鏡筒２４の固定部３３の先端側は、内面に雌ネジを形成した円筒状に形成されて
いる。そして、この雌ネジと螺合する雄ネジがレンズホルダ３５の外面に形成されている
。レンズホルダ３５内には、レンズ３４が保持されており、さらに、レンズホルダ３５の
先端部には、レンズ３４に入射する光量を調整する絞り４１が形成されている。そして、
レンズ３４を透過した撮像光が撮像素子２３の受光部３１で結像するように、レンズホル
ダ３５の基端部が固定部３３内周に螺合され、位置合わせされる。
【００３６】
　ただし、この位置合わせは、鏡筒２４をフレキシブル基板２２の裏面２８に固定した後
に行われる。すなわち、鏡筒２４の突起３７，３７がフレキシブル基板２２と補強板２７
に形成された係合穴２９，２９と係合するように、鏡筒２４の端面３６をフレキシブル基
板２２の表面３２に接合する。このとき、鏡筒２４の突出部３９，３９が隙間３０，３０
からフレキシブル基板２２の裏面２８に突出し、フレキシブル基板２２の裏面２８に接続
・固定された撮像素子２３を両側面から挟む状態となる。そして、撮像素子２３を接着剤
４２によって鏡筒２４の突出部３９，３９に固定する。さらに、鏡筒２４の固定部３３の
外周も接着剤４２によってフレキシブル基板２２の表面３２に固定する。
【００３７】
　このようにフレキシブル基板２２の裏面２８と表面３２とに撮像素子２３と鏡筒２４と
をそれぞれ固定した撮像装置は、撮像素子２３の表面４７と鏡筒２４の端面３６とがフレ
キシブル基板２２を挟む状態となる。フレキシブル基板２２の裏面２８と表面３２とは、
平行であるため、撮像素子２３の表面と鏡筒２４の端面３６とは平行に対向する。このよ
うに、この撮像装置は、鏡筒２４の端面３６が光軸に対して直角に形成されているため、
撮像素子２３の光軸と鏡筒２４の光軸とを容易、かつ、確実に一致させて製造することが
できる。
（実施の形態２）
　本発明に係る撮像装置の第２の実施形態について図２を参照しながら説明する。第２の
実施形態に係る撮像装置は、図２に示すように、フレキシブル基板２２と撮像素子２３と
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鏡筒２４と透光性部材４３とが備えられている。
【００３８】
　フレキシブル基板２２は、第１の実施形態と同じであり、開口部２５を形成した部分の
裏面２８に補強板２７が貼り合わされ、係合穴２９，２９が形成されている。ただし、第
２の実施形態においては、第１の実施形態と異なり、補強板２７の開口部２６の幅は、フ
レキシブル基板２２の開口部２５の幅よりも全て大きく、フレキシブル基板２２の裏面が
開口部２５で四辺とも露出するようになっている。
【００３９】
　また、撮像素子２３も第１の実施形態と同じであり、表面４７にバンプ電極が形成され
ている。ただし、第２の実施形態にあっては、撮像素子２３はフレキシブル基板２２の開
口部２５を完全に塞ぎ、隙間３０が設けられないようにフレキシブル基板２２の裏面２８
に接続・固定されている。フレキシブル基板２２の裏面２８は、開口部２５の四辺で露出
しており、撮像素子２３は表面４７の四辺にバンプ電極が形成されている。
【００４０】
　また、透光性部材４３は、正面４４と背面４５とが平行に形成されており、前記フレキ
シブル基板２２の開口部２５を完全に塞ぎ、撮像素子２３と対向するようにフレキシブル
基板２２の表面３２に固定される。この透光性部材４３は、接着剤４２によってフレキシ
ブル基板２２の表面３２に固定される。
【００４１】
　そして、撮像素子２３の受光部３１は、フレキシブル基板２２によって遮光され、被写
体像の光のみ受光するようにされている。なお、遮光性を高めるため、フレキシブル基板
２２の少なくとも開口部２５周辺は遮光性に優れた材質で成形することが好ましい。
【００４２】
　そして、鏡筒２４は第１の実施形態と異なり、固定部３３の端面３６に一対の突出部３
９，３９が設けられず、透光性部材４３の厚さよりも薄い枠状の突出部４６が設けられ、
さらに段差部のない鍔部３８が形成される。
【００４３】
　その他、鏡筒２４は、固定部３３の端面３６に突起３７，３７が形成され、固定部３３
の先端側に雌ネジが形成され、レンズホルダ３５の外面に雄ネジが形成され、両ネジが螺
合することにより、固定部３３とレンズホルダ３５とが一体化されるなど第１の実施形態
と同じ構成とされている。
【００４４】
　そして、鏡筒２４の端面３６に設けられた突起３７，３７がフレキシブル基板２２と補
強板２７に形成された係合穴２９，２９と係合するように、鏡筒２４の固定部３３が透光
性部材４３を覆うと、鏡筒２４の端面３６と透光性部材４３の正面４４の周辺部とが重な
り合う。鏡筒２４の端面３６に設けられた枠状の突出部４６が透光性部材４３の厚さより
も低く設けられていることから、この突出部４６がフレキシブル基板２２の表面３２から
わずかに離隔して、鏡筒２４の端面３６と透光性部材４３の正面４４の周辺部とは、密着
した状態となる。そして、離隔している鏡筒２４の突出部４６とフレキシブル基板２２の
表面３２とは接着剤４２によって固定される。さらに、撮像素子２３とフレキシブル基板
２２とは接着剤４２によって固定され、バンプ接続による固定を補強している。
【００４５】
　このように、鏡筒２４の端面３６と透光性部材４３の周辺部とが密着した状態に重なり
合うことにより、鏡筒２４の端面３６と撮像素子２３とが平行になる。そして、鏡筒２４
の端面３６が鏡筒２４の光軸に対して直角に形成されていることから、この撮像装置は、
鏡筒２４の光軸と撮像素子２３の光軸とを容易、かつ、確実に一致させて製造することが
できる。
【００４６】
　このように第１および第２の実施形態における撮像装置では、フレキシブル基板２２の
柔軟性の影響を受けることなく、鏡筒２４の光軸と撮像素子２３の光軸とを一致させるこ
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とができる。したがって、撮像素子２３は実際の被写体像の光を正確に光電変換すること
ができ、高画質で記録媒体に記録し、表示部に映し出すことができる。
【００４７】
　なお、本発明は、前記実施形態１，２に限定することなく、特許請求の範囲に記載した
技術的事項の範囲内において種々変更することができる。例えば、フレキシブル基板２２
が必要十分な強度を有しているときは、補強板２７をフレキシブル基板２２の裏面２８に
張り合わせないようにしてもよい。また、実施形態２で説明したような遮光性に優れたフ
レキシブル基板２２を実施形態１においても採用することができる。そして、フレキシブ
ル基板２２の裏面２８と表面３２は、便宜的に使用した表現であり、使用状態により、一
方の面が表面となり、他方の面が裏面となることもある。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明に係る撮像装置は、撮像素子の光軸と鏡筒の光軸とを容易、かつ、確実に一致さ
せて製造され、携帯電話機や情報端末機などに備えられるコンパクトな電子カメラに有用
である。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明に係る撮像素子の第１の実施形態であり、（ａ）は正面断面図、（ｂ）は
側面断面図、（ｃ）は底面図
【図２】本発明に係る撮像素子の第２の実施形態であり、（ａ）は正面断面図、（ｂ）は
底面図
【図３】従来の撮像素子の一部断面平面図
【図４】図３と異なる従来の撮像素子の正面断面図
【符号の説明】
【００５０】
２２　フレキシブル基板
２３　撮像素子
２４　鏡筒
２５　開口部
２８　一方の面（裏面）
２９　係合穴
３０　隙間
３１　受光部
３２　他方の面（表面）
３６　端面
３７　突起
３９　突出部
４０　光学フィルタ
４２　接着剤
４３　透光性部材
４４　正面
４５　背面
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